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


まえがき 


奈良県では、公共用水域の水質保全・快適な生活環境の向上を目的に、昭和 年代
から下水道事業に着手し、令和元年¸Øí のã水�理人口Ò�ìは ％まで向上
しました。
その一方で、昭和 年代から平成 年代に2中的にÉ備した下水道施設は、x»
急速に老朽化が進行し、その機能を維持するための改築・更新に必要となる費用の増

大が見込まれます。
また、将来の人口減少に伴い、下水道事業の運営に必要な料金収入が減少する一方

で、既存施設の老朽化に伴い維持管理費の増大が見込まれるため、下水道事業の運営

がますます厳しくなることが想定されます。
こうした施設・設備の老朽化対策による支出増と人口減少による収入減という下水

道事業を取り巻く環境は全国でも同様であり、総務省より発出された「公営企業の経

営に当たっての留意事項について」（平成  年  月  日付総務省自治財政局公営企
業三課室長通知）において、将来にわたって安定的に事業を継続していくための中長

期的な基本計画を平成  年¸（令和  年¸）までに策定することがâめられていま
す。


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